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中野区いじめ防止基本方針の改定及びいじめ防止対策の条例化について

今般、いじめ問題の背景や態様は、更に複雑化・多様化するとともに、深刻な事案が相次い

で発生している。本区においても最重要課題の一つとして掲げ、いじめの防止等の取組につい

ては、教育委員会と学校とが一体となった実効性のある取組をより強化・徹底できるよう、こ

れまでの「中野区いじめ総合対策」（平成２０年）や「中野区いじめ防止基本方針」（平成２６

年）を統合し、令和２年３月に「中野区いじめ防止基本方針」を改めて定めたところである。

一方、子ども一人ひとりの尊厳を保持し、いじめ問題を克服するためには、教育委員会だ

けではなく、区、学校、家庭、地域その他の関係機関が相互に連携していく必要がある。ま

た、いじめ防止対策を迅速かつ適切に推進するためには、いじめの防止等に係る基本理念や

区の責務などを広く区内外に明らかにするとともに、専門的な知識や経験を有する第三者な

どを含む組織横断的な検討体制を区において明確に位置付けることが求められる。

こうしたことから、いじめ防止対策の条例化について、下記のとおり検討を進めることと

した。

記

１ 中野区いじめ防止基本方針の改定について ＊別紙１「中野区いじめ防止基本方針」参照

(1)改定の方針

ア これまでの「中野区いじめ総合対策」（以下「総合対策」という。）、「中野区いじめ

防止基本方針」（以下「旧基本方針」という。）及び「中野区いじめ対応ガイドライ

ン」（以下「ガイドライン」という。）等、本区の方針や施策を引き継ぐ内容とした。

イ 国の「いじめ防止等のための基本的な方針」の改定や「いじめの重大事態の調査に

関するガイドライン」、都の「いじめ総合対策【第２次】」を踏まえた。

ウ 今般の社会状況(情報化)、児童・生徒等や学校の実情に応じた具体的な取組を示した。

(2)主な改定内容

ア 区の方針の統合

総合対策及び旧基本方針を統合し、「中野区いじめ防止基本方針」として改定した。

イ いじめの防止等に係る組織の明確化

これまでも旧基本方針に基づき、いじめ防止に向けて関係機関等と協議を行う「い

じめ等対策会議」及びいじめ防止対策推進法（以下「法」という。）第２８条第１項

各号に掲げる事態（以下「重大事態」という。）が発生した場合の「いじめ等対応支

援特別委員会」を設置してきたところであるが、今回、改めてそれぞれに該当する組

織の設置要綱を定め、明確に位置付けた。

なお、特に重大事態に係る組織については、学識経験者を含む第三者から構成する

組織とした。 ＊別紙２「いじめの防止等に係る組織について」参照
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ウ いじめの解消の判断の追加

学校の取組については、未然防止、早期発見、早期対応、重大事態への対処とそれぞれ

の段階で示していたが、そこにガイドラインを踏まえ「いじめの解消の判断」を加えた。

エ 「取組例」から「具体的な取組内容」への変更

いじめの防止等に係る取組については、法により全ての学校で必ず実施するよう義務付

けられている取組や都の「いじめ総合対策【第２次】」等により全ての学校で必ず実施す

るよう求めている取組がある。旧基本方針では、学校における取組については、「取組例」

として示し、各校がこれを参考にして学校いじめ防止基本方針を定めたが、今回改定する

基本方針では、前述の義務付けられている取組や必ず実施するよう求められている取組を

取り上げて示した。従って、「具体的な取組内容」と変更し、各校で実施するべき取組と

した。

２ いじめ防止対策の条例化の検討について

(1)条例化の目的

児童等に対するいじめの防止等に係る基本理念及び区や区立学校等の責務などを区内

外に明らかにするとともに、いじめの防止等を図るための基本となる事項を定めること

により、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進することを目的とする。

(2)条例の主な内容

○基本理念

○区、教育委員会、区立学校、教職員、保護者等の責務及び地域住民の役割

○基本方針の策定

○いじめの防止等に関係する機関、団体の連携を図るための協議会の設置

○いじめの防止等の対策を実効的に行うための組織の設置

〇いじめの防止等に対する教育委員会の措置

○重大事態に対処するために調査等を行う組織の設置

３ 今後の予定

令和２年１０月 条例の考え方について報告

１０月～１１月 区民意見交換会の実施

１２月上旬 区民意見交換会の結果・「条例に盛り込むべき主な内容

（案）」の決定

１２月～ パブリック・コメント手続の実施（令和３年１月まで）

令和３年 ３月中旬 条例案の提案
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中 野 区 い じ め 防 止 基 本 方 針

１ 中 野 区 い じ め 防止基 本方 針の 策定の 意義

いじ めは その 対象と なっ た児 童等に 深刻 な苦 痛を与 え、時 に

は当該 児童 等が 登校で きな くな ったり 、自殺 にまで 追い 込ま れ

たりす るな ど、その 生命 や身 体に重 大な 危険 を生じ させ るお そ

れがあ る決 して 許され ない 行為 である 。

この いじ めの 問題は 、心豊 かで安 全・安心 なより よい 社会 を

いかに して 創る かとい う、学 校を含 めた 社会 全体に 関す る国 民

的な課 題で あり 、と りわ け学 校にお いて 、い じめ問 題に 適切 に

対処し 、児童 等が安 心し て学 校生活 を送 るこ とがで きる よう に

するこ とは 、最 重要課 題の 一つ である 。

中 野 区 い じ め 防 止 基 本 方 針 （ 以 下 「 本 方 針 」 と い う 。） は 、

区立 学 校 （ 以 下 「 学 校 」 と い う 。） にお け る い じめ の 問題 の 克

服及び 児童 等の 尊厳の 保持 の目 的の下 、中野 区（以 下「区 」と

いう。）、学 校、 家庭、 地域 その 他の関 係機 関が 相互に 連携 し、

いじめ 防止 対策 推進法 （平 成２ ５年法 律第 ７１ 号。以 下「 法」

とい う 。） に 基づ き、 区 にお ける い じめ の 防 止 等の た めの 対 策

を 総 合 的 か つ 効 果 的 に 推 進 す る た め の 基 本 的 な 方 針 と し て 定

めるも ので ある 。

２ 本方 針に おけ る用語 の定 義

本方 針に おい て、次に 掲げ る用語 の意 義は 、次に 定め ると こ

ろによ る。

⑴ い じめ

児 童等 に対 して、当 該児 童等が 在籍 する 学校に 在籍 して い

令 和２ 年３ 月２７ 日

教 育 委 員 会 決 定

別 紙１
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る 等 当 該 児 童 等 と 一 定 の 人 的 関 係 に あ る 他 の 児 童 等 が 行 う

心理 的又 は物 理的な 影響 を与 える行 為（イ ンター ネッ トを 通

じ て 行 わ れ る も の を 含 む。） で あ っ て 、 当該 行為 の 対象 と な

った 児童 等が 心身の 苦痛 を感 じてい るも のを いう。

⑵ い じめ の防 止等

い じめ の未 然防止 、早期 発見、早期 対応 及び重 大事 態へ の

対処 をい う。

⑶ 学 校

中 野区 立学 校設置 条例（ 昭和３ ６年 中野 区条例 第１ 号）別

表 に 規 定 す る 小 学 校 及 び 中 学 校 並 び に 中 野 区 立 幼 稚 園 条 例

（昭 和４ ２年 中野区 条例 第３ ４号）第 １条 に規定 する 幼稚 園

をい う。

⑷ 児 童等

学 校に 在籍 する児 童、 生徒 又は幼 児を いう 。

⑸ 保 護者

親 権を 行う 者（親権 を行 う者の ない とき は、未 成年 後見 人）

をい う。

３ いじ めの 禁止

いじ めは 、いじめ を受 けた 児童等 の教 育を 受ける 権利 を著 し

く侵害 し、そ の心身 の健 全な 成長及 び人 格の 形成に 重大 な影 響

を及ぼ し、い じめを 受け た児 童等の 心に 長く 深い傷 を残 すも の

である 。した がって 、い じめ は絶対 に許 され ない人 権侵 害で あ

り、全 ての 児童 等はい じめ を行 っては なら ない 。

４ いじ めに 対す る基本 的な 考え 方
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い じ め は 、ど の 児 童 等 に も 、ど の 学 校・学 級でも 起こ り得 る

もので あり 、とりわ け、児童 等の尊 い命 が失 われる こと は決 し

てあっ ては なら ないと の認 識の 下、日常 的に いじめ の未 然防 止

に取り 組む とと もに、い じめ を把握 した 場合 には、速や かに 解

決を図 る必 要が ある。

また 、未然 防止、早期発 見及 び早 期対応 を基 本とし て、保 護

者、地域 及び 関係機 関と 連携し て、次のと おり 、取 り組 むこ と

が必要 であ る。

⑴ い じめ を生 まない 、許 さな い学校 づく り

教 員 や 児 童 等 に よ る 学 校 全 体 の 取 組 や 保 護 者 へ の 啓 発 を

通し て、い じめを 生ま ない 、許さ ない 雰囲 気を築 くこ とが 大

切で ある 。そのた め、学校 の全教 育活 動の 中で意 図的 かつ 計

画的 に人 権教 育や道 徳教 育を 推進し て、全 ての児 童等 がい じ

め は 絶 対 に 許 さ れ な い 重 大 な 人 権 侵 害 で あ る こ と を 理 解 す

ると とも に、児童 等に よる 自治的 かつ 自律 的な活 動を 推進 し 、

い じ め の 防 止 等 に 向 け た 主 体 的 な 取 組 が 行 わ れ る よ う に す

る。

⑵ 温 かく 心の 通う人 間関 係の 構築

関 わり 合い を通し て、他 の児童 等や 教員 その他 の学 校職 員

等と の温 かく 心の通 う人 間関 係を築 くこ とが 大切で ある 。そ

のた めに は、まず 、教員 が児 童等 の話を じっ くりと 聞き 、心

に寄 り添 い、その 気持 ちを 受け止 める こと で、児 童等 との 信

頼関 係を つく ってい く。更に 、道 徳教育 を充 実させ 、自他 を

尊重 する 態度 や思い やり の心 を育て てい く。

⑶ いじめから児童等を守り通す取組の徹底

児 童等 の心 のサイ ンを 見逃 さず、早 期発 見及び 早期 対応 を
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図 る こ と が 大 切 で あ る 。そ の た め 、教 員は 児童等 との 日常 的

なコ ミュ ニケ ーショ ンや 児童 等の行 動観 察等 を通し て、そ の

実態 を把 握す るとと もに 、いじめ を受 けた 児童等 が安 心し て

学校 生活 を送 ること がで きる よう、い じめ を受け た児 童等 を

組織 的に 守り 通す取 組を 徹底 する。

ま た、学 校は、周囲 の児 童等が いじ めに ついて 知っ てい な

がら も、「言 ったら 自分 がい じめら れる 。」などの 不安 を抱 え

てい るこ とを 直視し 、勇気 をもっ て教 員、保護者 等に 伝え た

児童 等を 守り 通すと とも に、周囲 の児 童等 の自発 的発 信を 促

すた めの 児童 等によ る主 体的 な取組 を支 援す る。

⑷ 学校が一丸となった取組の充実

い じめ の防 止等に 適切 に対 応でき るよ うに するた め、個 々

の教 員の 鋭敏 な感覚 と的 確な 指導力 を高 める ととも に、教 員

個人 に対 応を 任せる こと なく 、ス クー ルカ ウンセ ラー やス ク

ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー な ど の 活 用 等 も 含 め た 学 校 全 体 で

の組 織的 な対 応によ り解 決を 図る。

⑸ 情 報モ ラル 教育の 充実

学 校 非 公 式 サ イ ト や ソ ー シ ャ ル ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ ・ サ

ービス（ ＳＮ Ｓ）等 、イン ターネ ット を介 して行 われ るい じ

め に 対 し て は 、 関 係 機 関 等 と 連 携 し て 、 情 報 収 集 や 対 応 に

努 め る と と も に 、 こ の こ と が 重 大 な 人 権 侵 害 に 当 た り 、 い

じ め を 受 け た 児 童 等 に 深 刻 な 傷 を 与 え か ね な い 行 為 で あ る

ことを 理解 させ るなど 、情 報モ ラル教 育の 充実 を図る 。

⑹ 保 護者 、地 域及び 関係 機関 と一体 化し た取 組の充 実

い じめ が複 雑化・多 様化 する中 、い じめ の防止 等を 迅速 か

つ的 確に 解決 できる よう にす るため には 、学 校、保 護者 、地
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域 及 び 関 係 機 関 が 連 携 し 、一 体 と な っ てい じめ問 題解 決に 向

けて 取り 組む 必要が ある 。また、児童 等の 規範意 識を 養う こ

と に つ い て も 相 互 に 連 携 し た 体 制 を 構 築 す る こ と が 大 切 で

ある ため 、学 校と地 域と の連 絡会、 道徳 授業 地区公 開講 座、

保護 者会 等に おける 啓発 や情 報交換 を行 う。

５ 区及 び教 育委 員会に おけ る取 組

区 及 び 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 」 と い う 。） は、 い じ

めの防 止等 及び 解決す るた めに 、以 下の ⑴～ ⑷の施 策を 推進 し

ていく 。

⑴ い じめ の防 止等に 関す る取 組

ア 相談 体制 の整備

児童 等・ 保護者 がい じめ に関す る悩 みや 不安に つい て、

電 話相 談、ＳＮ Ｓ相 談窓 口、来 所相 談等 のでき る教 育相 談

室 の 利 用 及 び 学 校 配 置 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 に よ る 対

応 など 、相 談でき る体 制を 整える 。

イ 学校 支援 の充実

区立 学校 の全て の児 童・生徒 及び 保護 者を対 象に 毎年 度

ア ンケ ート 調査（年 ３回以 上）を実施 し、いじ め問 題の 早

期 発見 を図 るとと もに 、問題発 生時 には 、学校 経営 の安 定

化 や児 童等 のケア など に当 たるた め、必 要に応 じて 指導 主

事 や教 育管 理職経 験者 、臨床心 理士 等の 専門的 知識 を有 す

る 者を 学校 に派遣 する 。

また 、教育委 員会 の危機 管理 体制 を再整 備し 、事故・事

件 発生 時に 迅速か つ適 切に 対応す る。

ウ 教員 の対 応力向 上
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教 員 が い じ め の 未 然 防 止・早 期 発 見・早期対 応等 を行 う

こ とが でき るよう にす るた め、いじ め防 止研修 会や 生活 指

導 主 任 研 修 等 の 経 験 や 職 層 に 応 じ た 研 修 を 実 施 す る と と

も に 、「 中 野 区 い じ め 対 応 ガ イ ド ラ イ ン 」 を 活 用 し、 ど の

学 校で も適 切な対 応が とれ るよう 指導 ・助 言を行 う。

エ 保護 者と の連携

児 童 等 の 教 育 に つ い て 第 一 義 的 な 責 任 を も つ 保 護 者 に

対 して 、いじめ 防止 研修会（教 員と共 に参 加）や道 徳授 業

地 区公 開講 座等の 機会 を活 用し、い じめ の防止 等に 向け た

連 携を 図る 。

オ 関係 機関 との連 携

児童 等の 健全育 成を 推進 するた め、児 童相談 所、子ど も

家 庭 支 援 セ ン タ ー 及 び 警 察 等 の 関 係 機 関 と 様 々 な 機 会 を

活 用し て情 報交換 を行 い、 連携を 強化 する 。

カ 情報 モラ ル教育 の推 進

携 帯 電 話 や ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 利 用 に よ る イ ン タ ー ネ

ッ トを 媒介 とした いじ めを 防止す るた め、教員 に対 して 情

報 モラ ルに 関する 研修 を行 うとと もに 、児童等 や保 護者 と

イ ン タ ー ネ ッ ト の も つ 利 便 性 と 危 険 性 に つ い て も 正 し い

認 識を 共有 し、家庭 にお ける携 帯電 話等 の利用 に関 する ル

ー ルな どの 作成と 活用 につ いての 働き かけ を推進 する 。

⑵ い じめ 等対 策会議 の設 置

い じ め の 防 止 等 に 関 係 す る 機 関 及 び 団 体 の 連 携 を 図 る た

め、学 校、教育委 員会 、児童相 談所 、警察 その他 の関 係者 か

ら構 成さ れる「いじ め等 対策 会議（ 以下「対 策会議 」と いう 。）

を置 く。
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⑶ い じ め 等 対 応 支 援 特 別 委 員 会 の 設 置

対 策会 議と の円滑 な連 携の 下に、い じめ の防止 等の ため の

対策 を実 効的 に行う よう にす るため 、学識経 験者 、法律 、医

療、心 理、福祉等 の専 門的 な知識 及び 経験 を有す る者 から 構

成さ れる「 いじ め等 対応支 援特 別委 員会（以 下「 特別 委員 会」

とい う。）」を置く 。特別 委員 会は 、区 にお けるい じめ 認知 の

状況 や防 止等 のため の対 策に ついて 、教育 委員会 に意 見等 を

述べ る。

ま た、 教育 委員会 は、 法第 ２８条 第１ 項の 規定に 基づ き、

次に 掲げ る場 合には 、その 事態（ 以下「 重大事 態」と いう 。）

に対 処す るた め、速や かに 、特別 委員 会に 当該重 大事 態に 係

る事 実関 係を 明確に する ため の調査 を行 わせ る。

ア いじ めに より当 該区 立学 校に在 籍す る児 童等の 生命 、心

身 又 は 財 産 に 重 大 な 被 害 が 生 じ た 疑 い が あ る と 認 め る と

き 。

イ い じ め に よ り 当 該 区 立 学 校 に 在 籍 す る 児 童 等 が 相 当 の

期 間 学 校 を 欠 席 す る こ と を 余 儀 な く さ れ て い る 疑 い が あ

る と認 めると き。

ま た、 特別 委員会 が重 大事 態に係 る調 査を 行った 場合 は、

その 結果 を教 育委員 会に 報告 すると とも に、区長 に報 告す る

もの とす る。

な お、当 該調査 に係 るい じめを 受け た児 童等及 びそ の保 護

者に 対し ては 、当 該調 査に 係る重 大事 態の 事実関 係そ の他 の

必要 な情 報を 適切に 提供 する ものと する 。

⑷ 区 長の 措置

区 長は 、⑶によ る報 告を 踏まえ 、必 要に 応じて 再調 査を 行
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い 、 そ の 結 果 に 基 づ き 対 策 を 講 ず る もの とす る。

⑸ 本 方針 の検 証及び 改善

教 育委 員会 は、定期 的に 本方針 の内 容及 び取組 につ いて 検

証し 、必 要な 改善を 行う 。

６ 学校 にお ける 取組

学校 はい じめ を防止 し、解 決する ため に、以下⑴ ～⑶ の取 組

を全教 職員 の共 通理解 の下 、組織的 に推 進す るとと もに 、教 育

委員会 、児童 相談所 、子 ども 家庭支 援セ ンタ ー及び 警察 等の 関

連機関 と連 携し て取り 組む 。

⑴ 学 校い じめ 防止基 本方 針の 策定

学 校は 、法第１ ３条 に基 づき、法第 １１ 条第１ 項に 規定 す

る国 の「い じめ防 止等 のた めの対 策を 総合 的かつ 効果 的に 推

進す るた めの 基本的 な方 針」、「東 京都 いじ め防止 対策 推進 基

本方 針」 及び 本方針 等を 参酌 し、当 該学 校の 実情に 応じ て、

「学 校い じめ 防止基 本方 針」 を定め る。

な お、学 校いじ め防 止基 本方針 は、学校 のいじ めに 対す る

行 動 計 画 と し て 、「 個 々 の 教 職 員 は 、 自 分が 今、 何 をす べ き

か」、「 保護 者や地 域は 、何を 協力 すれば よい のか」、「 学校 が

児童 等を どの ように 育て よう として いる のか 」が 分か るよ う

具体 的な 内容 を示す もの とす る。

⑵ 組 織的 対応 の推進

ア いじ めの 防止等 の対 策の ための 組織 の設 置

学校 は、 法第２ ２条 に基 づき、 管理 職、 生活指 導主 任、

学 年主 任、養護 教諭 、いじ め対 応担当 教員 、ス クー ルカ ウ

ン セ ラ ー 等 を 中 心 と し た 当 該 学 校 に お け る い じ め の 防 止
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等 に 関 す る 措 置 を 実 効 的 に 行 う た め の 組織（以 下「 学校 い

じ め対 策委 員会」 とい う。）を置 く。

イ 重大 事態 の対処 等の ため の組織 の設 置等

学校 は、重大 事態 が発 生した とき は、教育委 員会 に報 告

す ると とも に、法第 ２８ 条第１ 項に 基づ き、当 該学 校の 下

に 同項 に規 定する 組織 を設 け、同項 に規 定する 調査 を行 う。

ま た、法 第３０ 条第 １項 の規定 に基 づき 、教育 委員 会を 通

じ て、 重大 事態が 発生 した 旨を区 長に 報告 する。

⑶ 学 校に おけ るいじ めの 防止 等に関 する 取組

学校は 、区及び 教育 委員会 と連 携し て、未 然防 止、早期 発

見、早 期対 応、い じめの 解消 の判 断、重大 事態へ の対 処の 各

段階 に応 じて 、効 果的 な対 策を講 じて いく ことと する 。以 下

に各 段階 にお ける取 組内 容等 を示す 。

な お、そ れぞれ の取 組内 容につ いて は、意図的 かつ 計画 的

に行 う必 要が あるこ とか ら、年間 計画 とし て策定 する こと が

必要 であ る。

ア 未然 防止

体系 的・組織 的な 取組 を学校 全体 とし て進め てい くこ と

が 必要 であ る。従っ て、未然防 止に 向け た様々 な活 動に つ

い ては 、学年及 び学 校全 体の取 組と して 定める もの とす る 。

〔具 体的 な取 組内容 〕

・「いじ めは絶 対に 許され ない 。」と いう 意識を 学校 全体 に

醸成 する 。

・ 児 童 等 が 自 分 の 大 切 さ や 他 人 の 大 切 さ を 認 め る こ と が

でき るよ う、全教 職員 の理解 の下 、全 ての教 育活 動を 通

じて 、人 権教育 を推 進す る。
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・児 童 等 に い じ め を し な い 、さ せ な い、見逃さ ない 態度 を

育 て る た め に 、 道 徳 教 育 及 び 人 権 教 育 の 充 実 、 読 書 活

動・ 体験 活動な どの 推進 等に取 り組 む。

・児 童・生徒自 らが どの ような 行為 がい じめに 該当 する か

を理 解し 、い じめ につ いて主 体的 に考 えられ るよ う、い

じめ に関 する授 業を 年３ 回以上 計画 し、 取り組 む。

・児 童・生徒自 身が いじ めの防 止等 に向 けて主 体的 に行 動

しよ うと する意 識や 態度 を育成 する ため に、いじ めの 未

然 防 止 に 向 け た 標 語 コ ン ク ー ル や 挨 拶 運 動 な ど を 意 図

的・ 計画 的に実 施す る。

・教職 員の人 権感 覚を 磨くと とも に、い じめの 定義 につ い

て共 通理解 を図 り、い じめの 確実 な認 知など いじ めの 防

止等 への対 応力 を高め るた めに 、年に ３回以 上の いじ め

に関 する研 修を 実施す る。

・ 保 護 者 も 含 め た い じ め の 防 止 等 の た め の 啓 発 な ど を 行

うた めに、情 報モラ ル教 育を 充実さ せる ととも に、保 護

者参 加型の 情報 安全教 室等 を年 １回開 催す る。

・学校 と保護 者及 び保 護者同 士の 信頼 関係を 築き 、緊密 な

連携 ・協力 のも と、い じめ の防 止等に 取り 組め るよう 、

家庭 訪問や 保護 者会、学 校だ より、ホ ームペ ージ 等で 法

の趣 旨 や、 い じ め の 定 義 、「学 校 いじ め 防 止 基 本 方 針 」

の内 容等を 周知 し、学 校がい じめ の未 然防止 に努 める 姿

勢を 示す。

・ 学 校 の い じ め の 防 止 等 に 係 る 取 組 へ の 理 解 を 得 る と と

もに 、共にい じめ の防 止等に 取り 組ん でいく 体制 を構 築

す る た め 、 学 校評 議 員 や 学 校 関 係 者 評 価 委 員 等 に、「 学
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校 い じ め 防 止 基 本 方 針 」の 内 容 や 各 校 の状況 等を 説明 す

る。

・学 校評 価の評 価項 目に、いじ めの 防止 等に関 する 内容 を

設定 し、その 成果 と課 題につ いて 検証 すると とも に、評

価結 果を 保護者 会や 学校 評議員 会等 で周 知する 。

・ 障害 や病 気、身 体的 特徴 のある 児童 等や 、外国 人児 童

等や 外国 人又は 外国 につ ながる 保護 者を もつ児 童等 、

性同 一性 障害や 性的 指向 ・性自 認に 係る 児童等 、自 然

災害 又は それに 起因 する 事項に より 被災 し避難 して い

る児 童等 、その 他学 校と して特 に配 慮が 必要な 児童 等

につ いて は、日 常的 に、 当該児 童等 の特 性を踏 まえ た

適切 な支 援を行 うと とも に、保 護者 との 連携、 周囲 の

児童 等に 対する 必要 な指 導を組 織的 に行 い、い じめ の

未然 防止 に努め る。

イ 早期 発見

アン ケー ト調査 、個 別面 談、相 談週 間の 実施等 学校 に

お ける 全体 的な取 組を 計画 し、実 践す る。 調査や 面談 、

相 談の 結果 につい ては 「い つまで に」、「ど のよう に」 精

査 し、 どの ような 対応 を図 ってい くの かを 、学校 いじ め

対 策委 員会 におい て検 討し 、学校 一丸 とな って取 り組 む

も のと する 。

〔具 体的 な取 組内容 〕

・日 常的 に児童 等の 様子や 行動 を観 察する こと で、児童 等

の理 解を 深める とと もに 、保 護者 とも 情報共 有・連携 を

図り なが ら、い じめ の早 期発見 に努 める 。

・定期 的な アンケ ート 調査（ 年３ 回以上 ）を 実施し 、児 童
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等 の 状 況 を 学 校 い じ め 対 策 委 員 会 等 、教職員 間で 共有 す

る。ま た、い じめ を受 けてい ると 思わ れる事 案が ある 場

合に は、いじ めを 受け た児童 等本 人、その保 護者 及び 関

係者 に聞 き取り 調査 を行 い、事 実関 係を 明らか にす る。

・中 野区 のいじ めア ンケー トを 活用 し、いじめ の実 態を 把

握す ると ともに 、継 続観 察や継 続指 導が 必要な 案件 は、

学校 いじ め対策 委員 会を 中心と して 対応 に当た る。

・ 学 校 い じ め 対 策 委 員 会 の 構 成 員 の 一 人 と し て ス ク ー ル

カウ ンセ ラーの 役割 を明 確にす ると とも に、全員 面談 や

個 別 面 談 を 通 し て ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー か ら 得 た 情 報

を教 職員 間で共 有し 、児童等 が抱 える 問題の 発見 に努 め

る。

・ 児 童 等 や そ の 保 護 者 が い じ め に 係 る 悩 み 等 を い つ で も

相談 でき るよう 校内 での 相談体 制を 整備 し、保健 室や 相

談室 の利 用やい じめ 対応 担当の 教員 につ いて周 知す る。

・い じめ に関す る情 報等に つい ては 、そ の情報 を適 切に 記

録管 理し 、パ ソコ ンの 共有フ ォル ダに 保存す るな ど、全

教職 員で 共有す る。

・学 校い じめ対 策委 員会の 定期 的な 開催に より 、い じめ や

い じ め の 疑 い の あ る 事 案 に つ い て の 情 報 共 有 や 各 事 案

への 対応 につい ての 協議 を行う 。

・ ボラ ンテ ィア等 の協 力を 得るこ とで 、よ り多く の人 で

児童 等の 見守り を行 い、 一人ひ とり の児 童等の 状況 や

人間 関係 などの 変化 等に 気付け るよ うに する。

ウ 早期対 応

発見 した いじめ につ いて は、速 やか に校 長に報 告し 、
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事 実 確 認 を 行 い 、 そ の 後 の 対 応 方 針 を 学校 いじめ 対策 委

員 会に おい て検討 ・決 定す る。ま た、 全て の教職 員が 共

通 の認 識の もと、 共通 した 取組を 行う など 、特定 の教 職

員 が一 人で 抱え込 まな い迅 速な組 織対 応を 徹底す る。

〔具体 的な 取組 内容〕

・ い じ め を 受 け た 児 童 等 や い じ め を 知 ら せ て き た 児 童 等

の 安全 確保 や心の ケア など の支援 を行 うと ともに 、そ の

保 護者 に対 し、学 校い じめ対 策委 員会 による 解決 に向 け

た 対応 方針 等の情 報提 供及 び支援 を行 う。ま た、必要 に

応 じて 保護 者会を 開催 する など、保護 者との 情報 共有 を

図 る。

・いじ めを 行っ た児童 等に 対し ては、毅 然とし た姿 勢で 行

為を やめさ せる ととも に、そ の児 童等 の状況 に応 じた 教

育的 配慮の 下、指 導や 支援 を行う 。ま た、そ の保 護者 に

対し ては、学 校い じめ 対策委 員会 によ る解決 に向 けた 対

応方 針に基 づい た助言 等を 行う 。

・いじ めを 見て いた児 童等 に対 しては 、自分の 問題 とし て

捉 えら れるよ うに 指導し 、い じめ を止 めるた めの 行動 を

と る重 要性を 理解 させる 。

・学校 いじ め対策 委員 会は、対 応の 状況 等につ いて 逐次 教

職員に 報告 し、 共通理 解を 図る 。

・教育 委員 会や関 係機 関、心理 の専 門家 等と連 携し なが ら、

い じ め を 受 け た 児 童 等 が 安 心 し て 教 育 を 受 け ら れ る よ

うにす るた めの 環境を 確保 する 。

・ イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し て 行 わ れ る 不 適 切 な 書 き 込 み 等

のい じめ につい ては 、教育委 員会 及び 関係機 関等 と連 携
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し て 迅 速 に 必 要 な 措 置 を 講 じ る 。

・必 要 が あれば 、児 童相 談所や 警察 署等 の関係 機関 との 連

携を 図る 。

エ いじ めの 解消の 判断

いじ めは 、単 に謝 罪を もって 安易 に解 消とす るこ とは で

き ない こと を全教 職員 で共 通理解 する 。いじめ が「 解消 し

て いる 」と判断 する 際は、少な くとも 、以下の ２つ の要 件

が 満た され ている こと を含 め、学校 いじ め対策 委員 会が い

じ めを 受け た児童 等の 状況 を総合 的に 検討 した上 で、校 長

が 判断 する 。

① いじ めに 係る行 為の 解消

学 校 が い じ め の 訴 え が あ っ た 事 案 に つ い て 解 決 し た と

判 断し た日 から、い じめ を受け た児 童等 に対す る心 理的 又

は 物 理 的 な 影 響 を 与 え る 行 為 が 止 ん で い る 状 態 が ３ か 月

程 度継 続し ている こと

② い じ め を 受 け た 児 童 等 が 心 身 の 苦 痛 を 受 け て い な い こ

と

いじ めを 受けた 児童 等本 人及び その 保護 者に対 し、心 身

の 苦 痛 を 感 じ て い な い か ど う か を 面 談 等 に よ り 確 認 す る

こ と。

ただ し、これ らの 要件 が満た され てい る場合 であ って も 、

必 要に 応じ て、他 の事 情も 勘案し て判 断す る。

〔具 体的 な取 組内容 〕

・い じめ が解消 に至 って いない 段階 では 、いじ めを 受け た

児童 等を 徹底的 に守 り通し 、その安 全・安心 を確 保す る。

・い じめ が解消 に至 るまで 、い じめ を受 けた児 童等 の支 援
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を 継 続 す る た め 、学 校 い じ め 対 策 委 員 会にお いて 、支 援

内容 や教 職員の 役割 分担 等を含 む対 応プ ランを 策定 し、

全教 職員 で共通 理解 し、 確実に 実行 する 。

・い じめ が解消 した と判 断した 場合 でも 、いじ めが 再発 す

る可 能性 が十分 あり 得るこ とか ら、い じめを 受け た児 童

等 及 び い じ め た 児 童 等 を 注 意 深 く 観 察 す る な ど の 対 応

を継 続す る。

オ 重 大事 態への 対処

重 大 事 態 発 生 及 び 重 大 事 態 発 生 に 至 る 可 能 性 の あ る 事

案 につ いて は、教 育委 員会 に速や かに 報告 すると とも に、

児 童相 談所 や警察 等の 関係 機関と の相 談・連携 の下 、迅 速

な 対応 を行 うもの とす る。

〔具 体的 な取 組内容 〕

・い じめ られた 児童 等の安 全を 確保 し、心のケ アに 努め る

とと もに 、落ち 着い て教 育を受 けら れる 環境を 整え る。

・ 重 大 事 態 に 係 る 事 実 関 係 を 明 確 に す る た め の 調 査 を 組

織的 に行 うとと もに 、教育委 員会 が実 施する 調査 に協 力

する 。

・重 大事 態に関 する 調査の 結果 につ いて、教育 委員 会を 通

じて 、区長に 報告 する。また 、区 長が 必要と 認め た場 合

に実 施す る調査 （再 調査 ）に協 力す る。

・い じめ を受け た児 童等及 びそ の保 護者に 対し 、当 該調 査

に係 る必 要な情 報を 適時 ・適切 に提 供す る。

・重 大事 態の定 義に ついて 、全 教職 員に 理解さ せる とと も

に、重 大事態 に関 する 調査の 実施 に当 たって の学 校い じ

め対 策委 員会の 役割 を明 示する 。
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カ 学 校 い じ め 防 止 基 本 方 針 の 検 証 及 び改 善

学 校は 、毎 年度 、学 校いじ め防 止基 本方針 の内 容及 び

取組 につ いて検 証を 行い 、６ 月ま でに 必要な 改善 を図 る

とと もに 、改訂 した 学校 いじめ 防止 基本 方針に つい て、

ホー ムペ ージへ の掲 載や 保護者 会等 での 説明を 通し て、

保護 者や 地域等 へ周 知す る。

【 学校に おけ るい じめの 防止 等の 取組イ メー ジ】

⑤いじめの解消の判断

いじめ解消と判断する

２要件を踏まえ、学校

いじめ対策委員会がい

じめを受けた児童等の

状況を総合的に検討し

た上で、校長が判断す

る。

②早期発見

アンケート調査や個別の面

談等を全校で行う。

⑥検証及び改善

定期的に方針内容等及び取組を

検証し、必要な改善を図る。

③早期対応

学校におけるいじめの防止等対策

のための組織（学校いじめ対策委

員会）を中心とした対応を図る。

①未然防止

学校全体としていじめの防

止等に向けた取組を行う。

④重大事態への対処

学校が主体となって調査を行うと

ともに、必要に応じて中野区や教

育委員会と連携した対応を図る。



いじめの防止等に係る組織について

〔条例制定前〕

〔条例制定後〕

中野区いじめ防止基本方針

いじめ等対応支援

特別委員会
＊いじめの防止等の対策

について、意見等を述

べる。

＊重大事態時→調査組織

＊いじめ等対応支援特別

委員会の報告（調査結

果）について再調査す

る。

（必要に応じて組織設置）

【教育委員会】

いじめ等対策会議

＊いじめの防止等に関係す

る機関及び団体の連携を

図る。

【教育委員会設置組織】 【区長】

重大事態発生時に対応

【学校】

いじめの防止等の対策

のための組織
＊当該学校の教職員、心理、

福祉等に関する専門的な

知識を有する者その他の

関係者により構成する。

※太線枠は必置の組織

中野区いじめ防止基本方針

【教育委員会】

（仮称）中野区いじめ

問題対策連絡協議会

＊いじめの防止等に係る施

策や関係機関・団体等の

連携について協議する。

【教育委員会附属機関】 【区長附属機関】【学校】

いじめの防止等の対策

のための組織
＊当該学校の教職員、心理、

福祉等に関する専門的な

知識を有する者その他の

関係者により構成する。

※太線枠は必置の組織

（仮称）中野区いじめ防止対策推進条例

（仮称）中野区いじめ防止対策推進条例

（仮称）中野区いじめ

問題専門委員会
＊いじめの防止等の対策

について審議し、意見

等を述べる。

＊重大事態時→調査組織

（仮称）中野区いじめ

問題調査委員会
＊（仮称）中野区いじめ問

題専門委員会の報告（調

査結果）について、区長

が必要があると認めると

きは、附属機関を設け再

調査する。

重大事態発生時に対応

別紙２


